
総務文教委員会 会議録 

開催年月日 令和３年２月１６日（火） 場 所 議会委員会室 

案   件 ・調査第７号「ワーケーションの取り組みについて」、その他 

出 席 委 員 佐藤委員長、関野副委員長、小林委員、今委員、天日委員、宮田委員 

欠 席 委 員 － 事務局 大津 

オブザーバー － 傍聴者 － 

説 明 員 － 

開 会 時 刻 １０時００分 実会議時間   ０時間４９分 

  休 憩 時 間   ０時間４９分 

閉 会 時 刻 １１時３８分 延会議時間   １時間３８分 

次 回 日 程  未定 

要 点 記 録 

＜概 要＞ 

○調査第７号「ワーケーションの取り組みについて」 

・委員相互の意見交換を実施 
・事前に送付された各委員からの所管を基に、報告の取りまとめに向けた意見交

換を行う。 

・ワーケーションに取り組むべきと意見を再確認。 

・ワーケーションの推進及び考え方、根拠等について文言整理のうえ、報告に入れ

る。 

・これまで出ていた｢強み｣について､意見交換を行う。強みをアピールする対象は

企業なのか個人(従業員)なのか。 

・受け入れの体制等について、意見交換を行う。体制の強化に対する必要性は委員

相互で認識されているが、行政側の体制を強化すべきか否か。 

・民間と行政の役割分担が必要であるとの意見で一致。なお、民間主導でというこ

とを前提とする。 

・報告書には官民連携、民間主導、担当の明確化として含めることとする。→了。 

 

・まとめ方として、ワーケーションを推進すべき根拠、富良野の強みを具体的に発

揮すること、受け入れ態勢の強化を骨子として報告する。→了。 

 

・第１回定例会に向けた報告について、委員長において２月 18日を目途に原案を

作成、各委員へメール等で配布する。原案について指摘等があれば、翌日までに

指摘願う。→了。 

・上記で指摘があれば、２月 21日で報告文言を最終的に確定し、22日に各委員が

確認できるよう進めて行きたい。→了。 

 

  

○その他 
 なし。 

 

以上、委員会会議録について富良野市議会委員会条例第27条の 

規定により、ここに署名する。 

         委員長  佐 藤 秀 靖


